
みやぎ情報活用.'ー ト 情報活用能力の育成カリキ ュ ラ ム  (高校編)

このカリキュ ラ ム は 、  文部科学省が示す新学習指導要領の趣旨を踏まえ、 情報活用能力の育成に関する指導項目の概要を整理し

た 「 情 報 数 育 推 進 校 ( l E - S  c h o o l )  における実足差研究を踏まえた情報活用能力の体系表例」を参考にしながら、学校でより

具 体 的 に 育 成 に 向 け て 取 り 組 む こ と が で き る よ ぅ 4 分 野 に 分 類 し て い ま す ,

組 要

コンピュ ー タや図書などのさまざまな情報手

段を活用するための基礎的な知識 ・ 技能

収集した情報を橋査し、 整 理 ・ 分 析 し 、  ま と

め ・ 表 現 す る 際 に 働 く 思 考 ・ 判 断 ・ 表 現 力

間題解決の手順a里解し、 コンピュータの特

性 を い か し て 思 考 ・ 判 断 ・ 表 現 す る 力

情報社会や情報手段の特性の理解と、 安全力、
つ適切に情報手11Slを 活 用 し よ ぅ と す る 態 度
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B1:取捨選択

B2:読み取り

B3:創造

B4:伝達内容の構成

B5:表現の工夫

B6;受け手の意識

B7:学習計画

B8:評価と改善

C1:物事の分解

C2:情報の分類

C3:情報の関連付け

C4:間題解決の手順

C5:試行措誤

C6:テー タの傾向

C7:信報技術の将来

D1: コミ ュニケー ション

D2:法と権利

D3:健康と安全

D4:ルー ル、 マナー

D5:セキュ リ テ ィ

D6:個人情報

D7:情報社会の将来

ワークシー ト活用に当たって

各ワー クシ ー ト は 、  生徒に身に付けさせたい惰報活用能力について、 発連の段階に応じて活用できるよぅ、 作成しています. 順
番に使用する必要はありません. 学習のねらいに合わせて、 ワ ー ク シ ト を 自 由 に 選 ん で 活 用 く だ さ い ,  ま た 、  一部の設間のみを

使 用 す る こ と も 構 い ま せ ん ,  指導例を参考に、 あらゆる教科で自由に活用していただけると幸いです,

情額活用能カの具体・本書掲載の実践事例

1 学 年 2 学 年 3 学 年

情報を集めたり、 発 信 し た り す る 際 、  適切な手段を選んで活用することができる。

A8

国語表現・総合的な探究の時間

調ぺたことを発表しよう

A 6

数学l「デー タの分析」

アンケー ト を 作 ろ う

A2

情報l「情報社会の問題解決」

ク ラ ウ ド サー ビスの利用と

活用

情 報 の 収 集 ・ 編 集  (整理 ・ 分 析 や 表 現 ) 発信の過程を自ら組み立て、 状 況 に 応 じ て 評 価 ・ 改善することができ

る。

8 . . 3 7

総合的な探究の時間の

「 テー マ」 「仮説」の設定

仮説の設定

B ' . 8 8

理科科学と人間生活探究活動

議論を深 ,めるための役割分担を考えてみよう

コ ンピュ ー タを使つた問題解決や表現活動を通して、情報技術の価値を社会や自らの将来に関連づけて考える・_
と が で き る 。

し 3 , ( 7

物理基礎

JavaScriptを使つた正弦
波の作図プログ ラ ム

C 2 ,・1 , ( ) , ( o

情 報 l 「 デー タベー スの構造とその理解」

ExcelVBAで検索プログラムをつく ってみよう

情報社会の価値や課題を認識し、情報手段の適切な活用や啓発に積極的に取り組もぅとする。

D1,D4

LHR、情報

スマホと上手につき あ お う

D1,D4

LHR、情報

ネットで体験した嫌なこと

D5

LHR、情報

セキュ リティを見直そう

0 7

LHR、情報

災書時のSNSの利用


